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仮想マシンを管理

仮想マシンの移行またはクローニングに関する考慮事項

データセンター内の既存の仮想マシンを移行する際の考慮事項について理解しておく必
要があります。

保護された仮想マシンを移行します

保護された仮想マシンは次の場所に移行できます。

• 別の ESXi ホストにある同じ VVOL データストア

• 同じ ESXi ホスト上に互換性のある異なる VVOL データストアがあります

• 互換性がある異なる VVOL データストアが別の ESXi ホストにあります

仮想マシンを別の FlexVol に移行すると、それぞれのメタデータファイルに仮想マシン情報も反映されます。
仮想マシンを同じストレージを持つ別の ESXi ホストに移行した場合、基盤となる FlexVol ボリューム
metada ファイルは変更されません。

保護された仮想マシンのクローン作成

保護された仮想マシンは、次の場所にクローニングできます。

• レプリケーショングループを使用して同じ FlexVol ボリュームの同じコンテナ

同じ FlexVol ボリュームのメタデータファイルが、クローニングされた仮想マシンの詳細で更新されま
す。

• レプリケーショングループを使用して、異なる FlexVol の同じコンテナ

クローニングされた仮想マシンが配置された FlexVol ボリュームでは、クローニングされた仮想マシンの
詳細がメタデータファイルに反映されます。

• 別のコンテナまたは vVol データストアです

クローニングされた仮想マシンが配置された FlexVol ボリュームでは、メタデータファイルに仮想マシン
の詳細が更新されます。

VMware では、現在、仮想マシンを仮想マシンテンプレートにクローニングすることはできません。

保護された仮想マシンのクローン作成がサポートされています。

仮想マシンのスナップショット

現在、メモリのない仮想マシンのスナップショットのみがサポートされています。仮想マシンにメモリ付きの
Snapshot がある場合、その仮想マシンは保護対象とはみなされません。

メモリ Snapshot を持つ保護されていない仮想マシンを保護することもできません。このリリースでは、仮想
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マシンの保護を有効にする前にメモリスナップショットを削除する必要があります。

従来の仮想マシンを VVOL データストアに移行する

仮想マシンを従来のデータストアから Virtual Volumes （ VVol ）データストアに移行し
て、ポリシーベースの VM の管理やその他の VVol の機能を利用できます。vVol データ
ストアを使用すると、増加分のワークロード要件に対処できます。

• 必要なもの *

移行する仮想マシンで VASA Provider が実行されていないことを確認しておく必要があります。VASA

Provider を実行している仮想マシンを VVOL データストアに移行すると、いっさいの管理操作を実行できな
くなり、仮想マシンの電源をオンにすることもできなくなります。

• このタスクについて *

従来のデータストアを VVOL データストアに移行する際、 vCenter Server では、 VMFS データストアからの
データの移動には vStorage APIs for Array Integration （ VAAI ）のオフロードが使用されますが、 NFS

VMDK ファイルからのデータの移動には使用されません。VAAI のオフロードは、通常、ホストの負荷を軽減
します。

• 手順 *

1. 移行する仮想マシンを右クリックし、 * Migrate * （移行）をクリックします。

2. ［ * ストレージのみを変更する * ］ を選択し、 ［ * 次へ * ］ をクリックします。

3. 移行するデータストアの機能に一致する仮想ディスク形式、 VM ストレージポリシー、および VVOL

データストアを選択し、 * Next * をクリックします。

4. 設定を確認し、 [ 完了 ] をクリックします。

以前のストレージ機能プロファイルを使用して仮想マシンを移
行する

VMware vSphere 用の最新バージョンの ONTAP ツールを使用している場合は、 次
に、「最大スループット Mbps 」または「最大スループット IOPS 」の QoS メトリック
を使用してプロビジョニングされた仮想マシンを、最新バージョンの ONTAP ツール
の「最大 IOPS 」 QoS メトリックを使用してプロビジョニングされた新しい VVOL デ
ータストアに移行します。

• このタスクについて *

最新バージョンの ONTAP ツールを使用して、仮想マシンまたは仮想マシンディスク（ VMDK ）ごとに QoS

指標を設定できます。これまで QoS 指標は ONTAP FlexVol ボリュームレベルで適用され、その FlexVol でプ
ロビジョニングされたすべての仮想マシンまたは VMDK で共有されていました。

ONTAP ツール 7.2 以降では、 1 つの仮想マシンの QoS 指標が他の仮想マシンと共有されません。

既存の VM ストレージポリシーは変更しないでください。仮想マシンが準拠しなくなる可能性
があります。
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• 手順 *

1. 必要な「最大 IOPS 」の値を指定した新しいストレージ機能プロファイルを使用して、 VVOL データ
ストアを作成します。

2. VM ストレージポリシーを作成し、新しい VM ストレージポリシーを新しいストレージ機能プロファ
イルにマッピングします。

3. 新しい VM ストレージポリシーを使用して、既存の仮想マシンを新しく作成した VVOL データストア
に移行します。

VASAクリーンアップ

VASAのクリーンアップを実行するには、このセクションの手順を使用します。

VASAクリーンアップを実行する前に、VVOLデータストアを削除することを推奨します。

• 手順 *

1. に移動してプラグインの登録を解除します https://OTV_IP:8143/Register.html

2. プラグインがvCenterで使用できなくなったことを確認します。

3. ONTAP Tools for VMware vSphere VMをシャットダウンします

4. ONTAP Tools for VMware vSphere VMを削除します
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